
国語の学習について 

 

みなさん、お元気ですか？国語の課題、困っていませんか？もしかしたら困っている人もいるかなぁ、

と思いまして、まずは、みなさんに「おすすめの本」を紹介したいと思います。本を選ぶ際の参考にし

てください。（読書も大事な課題ですよ！） 

 

 おすすめの本 その① 

  ぼくはイエローでホワイトで、ちょっとブルー（著：ブレイディみかこ） 新潮社 

   話題になっている本なので、読んだことがある人もいるかもしれません。私は最近読んで、とて

もいい本だなぁと思いました。英国の中学校に通っている「ぼく」は、母親は日本人で、父親はア

イルランド人。日本の学校では考えられないような、いろいろな経験をしていきます。「多様性」っ

て言葉は、みんなもよく聞くと思うけど、人種差別について、ジェンダーについて、貧富の差につ

いて、年代差について、思想や宗教のちがいについて、差別や偏見、そして分断がありとあらゆる

ところに転がっています。それでも英国の中学生たちは、たくましく乗り越えていきます。「たくま

しく」っていうとすごい話かな、と思うかもしれませんが、「普通の」日常生活です。英国の中学校

ってそういうふうなんだ、と素直におもしろかったですし、元気な母ちゃんと、体は小さいけど、

しっかりした息子とのやりとりが面白い。そして、ふと気づかされます。私たちの中にも、差別や

偏見は、いろんなところに転がっているんだなぁと。 

 おすすめの本 その② 

  フェルマーの最終定理（著：サイモン シン） 新潮文庫 

   以前担任した生徒で、とても賢くて、ユニークな生徒がいました。「先生、この問題、証明できま

すか」と日記に書いてきたので、「時間がある時にやればできると思う。ところで、何の問題？」

と返したところ、次の日に一言、「フェルマーの最終定理」と書いてありました。「？」と思って、

あとで調べてみたら、３００年以上未解決だった、数学界では有名な超難問でした。…あまりに恥

ずかしかったので、「なんなんだ「フェルマーの最終定理」って！」と思って読んだのがきっかけ

です。中学生には少し難しいかもしれませんが、本当におもしろかったです。難問に挑む数学者た

ちの熱意に圧倒されました。「数学」という学問への考え方が大きく変わる本でした。興味がある

人は、ぜひ読んでみてください。 

   ちなみに、「フェルマーの最終定理」とは… 

「3 以上の自然数 n について、xn + yn = zn となる自然数の組 (x, y, z) は存在しない。」 

 だ、そうです。（なんで、「やればできるかも」って言ってしまったんだろう？？？） 

おすすめの本 その③ 

  杜子春（著：芥川龍之介） 青空文庫※ 

   小学生の頃、教科書にのっていて、とても印象に残っているお話です。今はなかなか外出もでき

ず、もしかしたら、本を買いにいくのも難しいかもしれませんが、読み聞かせの動画なども配信さ

れています。名作にふれる機会にもなりますので、いろいろ見て参考にしてください。 

※著作権が消滅した作品や著者が許諾した作品のテキストを公開しているインターネット上の電子図書館。（ウィキペデアより） 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%87%AA%E7%84%B6%E6%95%B0


新聞記事について 

 コロナに関するニュースが多いと思いますが、それ以外のものでも、もちろんかまいません。「一つの

記事で、４００字書けない…」という場合は、二つになってもかまいませんので、がんばって書いてみ

ましょう。例として、最近気になった記事についてまとめてみました。 

 

 

 例１ 

★ジャンプ発売延期（中日新聞２０２０年４月９日（木）の記事） 

 「週刊少年ジャンプ」編集部の社員に新型コロナウイルス感染の疑いがあるため、２０日に予定して

いた発売を１週間延期するという記事を読んだ。「ジャンプ」を楽しみにしている人はたくさんいると

思うし、私も読みたい漫画があったので、とても残念である。でも、漫画家の人が感染したらたいへん

だし、他にもたくさんの人が関わっていると思うので、少しでも大事をとることができればいいと思う。

いろいろなところに影響が広がっているが、これ以上感染が広がらないようにみんなで努力して、感染

爆発を食い止めたい。（２４１字） 

 

 例２ 

メダカ飢えると雌→雄に（中日新聞２０２０年４月７日（火）の記事） 

 「卵から生まれてすぐの雌のメダカに一定期間餌を与えないと雄になることを、名古屋大などのグル

ープが発見した」という記事を読んだ。そもそも雄と雌という性が決まる仕組みが、動物によって違う

こともよく知らなかったので、とてもびっくりした。記事によると、メダカは「高温や低酸素といった

生きにくい環境では、雌が雄になることが報告されていた」そうである。動物は子孫を残すためには、

臨機応変にいろいろな変化をするのだなぁと、とても感心した。（２１２字） 

 

 例３ 

マスク争奪 過熱（中日新聞２０２０年４月１０日（金）の記事） 

 「欧米各国の間でマスクの争奪戦が過熱している」という記事を読んだ。記事によると、ドイツとア

メリカ、フランスとアメリカの間でもマスクに関してのトラブルが起きているようである。また、トラ

ンプ大統領は４日の記者会見で、「われわれはマスクが必要だ。他の人々に渡したくない」と述べたそう

である。ヨーロッパの方でも、フランス政府が、イタリアやスウェーデン向けに製造したマスク４００

万枚を差し押さえた、と記事では紹介されていた。その後、問題は解決したそうであるが、世界規模で、

やっていることが、正直とても大人げないような気がする。人間はやはり、いざという時は自分のこと

しか考えないのかな、と悲しくなってしまう。欧州委員会のある委員は、「感染拡大に打ち勝つ唯一の方

法は、力を合わせることだ」とツイッターで連携を訴えたそうである。世界各国でたいへんなことにな

っているのはわかるが、なんとか、みんなで、世界規模で協力しよう、という方向に向かってほしい。 

（４１６字） 

 

※自分の文章の中に、記事の内容を引用する場合の書き方に気をつけて、自分が感じたこと、考えた

ことを文章にまとめてください。少し難しい課題かもしれませんが、みなさんが頑張って取り組んで

きてくれることを楽しみにしています。（例は３つとも中日新聞になってしまいましたが、みなさん

の家でとっている新聞でかまいません。新聞をとっていない人はネットの記事などでも大丈夫です。） 


